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論文内容の要旨

逆ミセル系を用いて各種物質の超微粒子が調製できるが，粒子は回収の際に凝集する傾向が高く，調製後のプロセ

シングの研究が重要であるo 本研究では半導体超微粒子を調製し，系に保持して光触媒として利用する，または回収・

固定化して利用することを検討した。 Cd2+ ， Zn2+ と S2ーとを別々に含む 2 種類の AOT/イソオクタン逆ミセル溶液

を混合して， CdS-ZnS 混晶物超微粒子を調製した。また CdS 超微粒子を含むミセル溶液に Zn2+ と S2ーとを別々に含

む 2 種類のミセル溶液を添加して， CdS に ZnS をコートした複合粒子を調製した。 Fe203 を Ti02 にコートした複合

超微粒子は，塩基性内水相のミセル溶液中でのチタンアルコキシドの加水分解により Ti02 超微粒子を生成させ， さ

らに Fe3+/HCl を含むミセル溶液を加えて調製した。系に保持して光触媒として利用する方式として， CdS-ZnS 複

合超微粒子を用いたミセル内水相の水の光還元による水素生成反応を， AOT/シクロヘキサン逆ミセル溶液で調製

した Ti02 超微粒子を用いたシクロヘキサンの光酸化反応を行った。次に，超微粒子を回収して利用する方式として，

CdS 超微粒子の表面をチオールで被覆し，他の溶媒に再分散させる手法について研究した。さらに， この方式で回収

した超微粒子の存在下でキシレンジチオールおよびヘキサメチレンジイソシアナートを重合させ，生成するポリチオ

ウレタンに粒子を画定化した。固定化された粒子の露出割合を塩酸・硫酸への金属溶出量を用いて評価した。固定化

超微粒子を 2 ープロパノール水溶液からの水素生成反応に光触媒として利用した。また，超微粒子を含む逆ミセル溶

液中でヘキサメチレンジイソシアナートと水を重合させ，生成するポリ尿素に超微粒子を固定化し，同様に水素生成

反応に利用した。以上のように，逆ミセル系を用いて調製した半導体超微粒子および複合粒子の，逆ミセル系におけ

る光触媒反応および回収・固定化法を研究し，超微粒子の機能を保持したまま光化学プロセスに利用できる可能性を

見出した。

論文審査の結果の要旨

物質を超微粒子化することによって，半導体のバンドギャップエネルギーの増大などの変化があり，従って物質に

新規な機能を付加できる可能性を持っている o そのためには粒子径の制御された超微粒子の調製プロセスの開発が必

要である。逆ミセル溶液中のナノメータスケールの水相を反応場として，超微粒子を調製できるが，得られた機能性
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粒子を応用するために必要なプロセシングに関する研究は断片的なものである o

本論文では，半導体超微粒子を調製し，系に保持して光触媒として利用する、または回収・固定化して利用するこ

とを研究した。まず系に保持して光触媒として利用する方式として， AOT/イソオクタン逆ミセ lレ溶液で調製した

CdS-ZnS 複合超微粒子を用いたミセル内水相の水の光還元による水素生成反応と， AOT/シクロヘキサン逆ミセル

溶液で調製した Ti02 超微粒子を用いたシクロヘキサンの光酸化反応を行った。ミセル系に保持したままで利用する

ことにより，調製時の複合構造を失わせずに光触媒反応に適用することができた。次に，超微粒子を回収して利用す

る方式として， CdS 超微粒子の表面をチオールで被覆し，他の溶媒に再分散させる手法について検討した。粒子の再

分散特性は，粒子表面の結合チオフェノール量によって支配されていることを明らかにした。またこの方式で回収し

た超微粒子の存在下で， ジチオールおよびジイソシアナートを重合させ，生成するポリチオウレタンに粒子を化学的

結合を介して固定化した。固定化粒子の分光学的測定および化学分析により，粒子の担体中の存在状態を考察した。

さらに化学的結合を利用しない方法として， CdS, ZnS または Ti02 超微粒子を含む逆ミセル溶液中でジイソシアナー

トと水を反応させ，生成するポリ尿素に粒子を超微粒子状態で固定化した。これらの新規な手法により，調製した粒

子を超微粒子状態でポリマー担体中に固定化でき，また固定化超微粒子を 2 ープロパノール水溶液からの水素生成反

応に光触媒として利用できることを示した。特に後者の手法が，より高い優れた光触媒特性をもっ固定化超微粒子を

与え，また様々な物質の超微粒子について適用性をもつことを明らかにした。

以上のように，本論文は調製した超微粒子について，逆ミセル系に保持した状態で光触媒反応に適用できることを

示した。また幅広い種類の物質の超微粒子に対応しうる超微粒子固定化フ。ロセシング手法を提案し，さらにこれらの

固定化超微粒子の機能を保持したまま光化学プロセスに適用できる可能性を見出した。よって，博士(工学)の学位

論文として価値のあるものと認める。
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